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グループは1時間目 ｢化学(3年選択,15名)｣､2時間目 ｢情報(2年,20名)｣3時間目 ｢数学
(2年,30名)｣という時間割で授業を参観しました｡1時間目の化学は､大学で単位が認めら
れるというアドバンスコースの授業で､シアン化鉄を扱った錯イオンに関する学習であり
ました｡このアドバンスコースは数学の教科にも同様の大学で単位が認められる授業
(｢Calculus｣)が用意されているようでありましたが､内容は非常に高度なものでありました0
2時間目は､エクセルの実習であり日本の ｢情報｣とよく似たリテラシーにあたる情報教育
でした｡3時間目の ｢数学｣は､単元が2次曲線,楕円であり､全員の生徒がTI･92を使っ
て授業をしている様子が観察されました｡授業は宿題の答あわせから始まったようでした
が､その宿頴をやってない生徒は 3名はど観察されただけで､多くの生徒は宿題に取組め
ているようでした｡
この学校で一番駕き関心した点は､まず休憩時間が 3分であるということであります｡
47分の授兼が 1日7時間～8時間用意されておりますが､とにかく休み時間にあたるもの
が大変少なく設定されています｡昼食の時間帯についても､30分ということで必要最小限
なものでありましたo休憩時間に大変混雑し､一方チャイムが鳴るとス～つと誰もいなく
なる廊下をみて本当に驚いた次第ですO学校 5日制が欧米のスタイルに倣ってという話を
開いてはいましたが､この時間の流れで生活している国に､授業日数をあわせることでき
るのか疑問を感じました｡r日本の学校は土曜日なんて休んでいられない!｣というのが率
直な感想であります｡また､電卓の使用やコンピュータの配臥 こついても､電卓の方は数
学や物理の授業､そして化学の授某でも生徒は携帯しており､また､コンピュータは教室
- 82-
に数台配置されておりました｡米国の教科杏は日本でいう百科事典並みの分厚さでありま
すが､学習の内容も高度かどうかは別の間超としても､､ツールの活用においては先進的で
あり､授業の裸題として生徒が取組んでいることについては大きな違いがあることは間違
いないようでした｡私の勤める学校は新設校で､全国の同類の学校を視察する機会が何度
かありましたが､米国の同類の学校を視察し､このようなところに本校の模範解答があっ
たのかと思った次第です｡(岡山市立岡山後楽館商 末席 聡)
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